
Ｒ３「学力向上対策３つの提言」推進拠点校の取組 及び 成果と課題 ①
（大分市立大在中学校）

重点的取組

【提言１】
学校の組織的な授業改善による「新大分スタンダード」の徹底

取組の具体
○学び合いを取り入れた授業の推進
・アウトプットする場面のある授業づくり。
・分かったことや考えたことなどを説明したり書き表したり
するなど学びを整理できる活動を取れ入れる。
○２年生英語科における習熟度別指導の実施
・５、１０、１月クラス希望調査を実施し、２学級を３クラス
(ベーシック、レギュラー、アドバンス）に分け、同じ評価
規準を設定しＢ評価に達する手立てを講じる。
・教科部会における単元計画・教材作り(ＩＣＴ含む）。
・評価規準及び評価場面、方法の設定。
・単元の中で一斉授業と習熟度別授業を単元の導入、中
間、まとめなど単元の内容に応じて使い分ける。

成果と課題
・研究の柱を３つ(ⅠアウトプットⅡＩＣＴの活用Ⅲ評価場面
と方法）に定め、互見授業や提案授業の中で検証を行
い、特に「振り返り」の質の向上につながった。
・２年生英語テストの全体平均の推移は１学期末テスト
６１．４点、夏休み課題テスト６１．７点、２学期中間テスト
６４．２点、２学期期末テスト６６．９点と平均点の上昇と
低学力層生徒の減少、中間層の向上などの成果が見ら
れた。
・習熟度別授業生徒アンケートから「授業内容が分かりや
すくなった」、「授業形態が自分に合っている」と回答した
生徒が選択肢の中で一番多かった。

＜学力向上に向けて重点的取組に上げた理由＞
・自分の考えや気持ちを伝え合う活動などのアウトプットを苦手とする生徒が多いため
・２年生の英語コミュニケーション能力の二極化を防ぐため
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その他の取組

【提言２】

取組の具体
◇タテ持ちの授業の実施
◇定期的な教科部会の実施
・単元計画や評価規準、授業づくりや評価場面と方
法、振り返りの充実、テスト前の最終確認など。
・教科指導マイスターの活用。

成果と課題
・ほとんどの教科で各学年を複数の教員で対応して
いるため授業実践や評価方法などすり合わせる時
間の確保が難しい。
・新学習指導要領における「指導と評価の一体化」
の中での新しい評価の仕方、授業づくり、テストづく
り、評価規準の設定など共通理解できた。
・教科部会が若手育成の場となり、授業改善の推進
ができている。

その他の取組

【提言３】

取組の具体
◇生徒による授業評価アンケート
◇生徒・保護者による学校教育活動に関するアン
ケート

・iPadを活用し学期に一回実施。
・アンケート結果を教科部会で検証・改善。
◇生徒会と連動した授業規律
の徹底

◇小中一貫による合同の取組

成果と課題
・教科部会でアンケートの結果を集約、検証し、来学
期に向けて、授業力向上に対する手立てを共通理
解することができた。
・生徒会の学習委員会とタイアップし、３か条１０項目
の中から重点目標を決めて活動に取り組んだ。そ
の結果「授業を受ける準備」「聴く姿勢」「発表・質
問・学び合い」等において
肯定的な回答をする生徒
の割合が向上した。

学校規模に応じた教科指導力向上の仕組みの構築

「生徒と共に創る授業」の推進


